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1 大正期における小泉八雲の再評価
ラフカディオ ・ハーン（小泉八雲）が日本で没してから十年後の大正三年、 菊池寛は 「ラフカヂ
オ、 ハーンを想ふ」において、 「日本文壇否日本人は忘れてはならない人を一人忘れかけて居ると
思ふ、 夫は誰でもないラフカヂオ ・ハーン又の名小泉八雲である」と述べ、 ハーンの再評価を促し
ている。 このようなハーンの再評価の気運は、菊池が 「此頃田部隆次氏の 「小泉八雲」が世に出た、
私はその余りに記述的なのに失望した者の一人ではあるが邦語に於けるハー ン伝の第ー 作として
歓迎の辞を述ぶるのは躊躇しないのである」という言葉に続けて、 「大隈内閣はハーンを表頌する
との噂がある、 私は廃減税などよりもその風説の実現を幾増倍に待って居るのである」と書いてい
るように、 ハ ーンの教え子である田部隆次による評伝『小泉八雲』（早稲田大学出版部、 大正三年）
の刊行や当時の大隈重信内閣による表彰の噂によって、大正三年頃から高まったと言える1。同年、
本間久雄も 「最近思潮 ラフカヂオ、 ハーンに関する一新説」において、 「世界的文豪ラフカヂオ、
ハーンすなはち小泉八雲」について、 田部隆次『小泉八雲』 の刊行と大隈内閣による叙勲の噂を取
り上げ、小泉八雲は 「我国の美点長所を氏一 流の魅力ある筆で、最も美化して世界に紹介した」「夙
に政府から表彰されて居るべき人」であると述べている 2。 翌大正四年十一 月には、 大正天皇の即
位式に伴う大礼記念叙勲により、小泉八雲に従四位が追贈された。 本間久雄は、 モナハンによるケ
ルト人気質とハーンの文学との関係を示す 「一新説」を紹介した。 本間は、 ハーンが 「日本を夢の
国として幻の国として、 観察し」、 「たゞに夢の国として幻の国として観察するに止まらず氏は身自
らをこの夢の国幻の国の中に浸りつからせて居た。 すなわち氏に取っては現実の世界としての日本
といふことは、 殆ど問題外であった」と述べ、 現実の日本ではなく、 「夢の国」 「幻の国」として日
本を観察し、 そのなかに自分を 「浸りつからせて」いた人物としてハーンを論じている。
ミカエル、 モナハン氏のこの文章はその表題の示す如くラフカヂオ ハーンのケルト人気質
の説明であって、（中略）氏の文章のセンジアスで、 ゴーストリ ーであるのは氏がIrish Blood 
であるからだと論じ、 そして氏のDisillusionment of Japanも要するに、 ハーン氏がケルト人
であるからであって（中略）人種の特色といふことが到底いかなる力を以てしてもその人から
取除くことの出来ないものであるとするならば、 ラフカヂオ、 ハーン氏の思想も又、 これに漏
れないといふことも容易に推測し得ることである。 この意味でモナハン氏の解釈はとに角 一個
の見方としてラフカヂオ ハーン氏を鑑賞する上の有力なる参考になるものであらうと思ふ。
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彼が引用したモナハンの論は、 一 九一五年五月に雑誌『フォ ーラム』(Forum)に掲載された“The
Celtic Strain in Lafcadio Hearn”である。 本間は、 「人種の特色といふことが到底いかなる力を以
てしてもその人から取除くことの出来ないものであるとするならば、 ラフカヂオ、 ハーン氏の思想
も又、 これに漏れないといふことも容易に推測し得る」とし、 ハーンの文章の 「センジアスで、 ゴ
ー ストリーであるのは氏がIrish Blood であるからだ」というモナハンの文章を引用し、 「ケルト人
種」の気質がハーンの文学を特徴づけていると主張した。
小泉凡は、 「ハーンが好んで再話した日本民話は、 そのモチー フや文化背景となる精神性がケル
ト神話やアイルランド民話のそれと共通するものが多い」と述べ、 「乳母キャサリンによって語ら
れたケルトロ承文化の影響が浜村で見た夢を契機に再燃し、 後年の再話作品の原話の選定や再話に、
何らかの影を落としたと考える方が自然であろう」とハーンヘのケルトロ承文化の影響を指摘して
いる 3。 その他にも、 ハーンとW.B.イェイツとの書簡の往還に関する研究(Murray (1993)）や、
「霊」をめぐるイェイツとハーンの比較研究 (Hughes (1997)）， 東京帝国大学の講義で行ったイ
ェイツ紹介に関する研究 （ 西1998)、 幼い頃に乳母から聞いたアイルランド民話の『怪談』への反
映など、 ハーンとアイルランド文学の関係に関する研究が進んでいる。 しかし、 ラフカディオ ・ハ
ー ンの父方であるハー ン家は17世紀に アイルランドに来たアングロ ・ アイリッシュであり
(Hayley1988)、 母方はギリシア人である。 ジョ ー ジ・ヒュー ズが、 「多くの国々がハーンにたい
して当然のように自国の作家だと感じているのだが、 それこそ、 彼の作品のもつ極めて特異な側面
のひとつ」(Hughes1997)と指摘するように、ハーンは非常に多面的な作家と言える。 しかし、 大
正期においてハーンに言及する文章には、 彼をアイルランドの 「ケルト」人種として規定し、 「ケ
ルト」の特質が彼の文学を特徴づけているという主張が見られる。 大正期の作家達によってハーン
はどのように語られたのかを分析し、 なぜハーンが 「ケルト」と結びつけられたのかを検討するこ
とで、 日本における小泉八雲受容の特徴を明らかにすることが出来るだろう。
2 大正期におけるアイルランド文学の受容
「ケルト」への着目は、 大正初期から活発化するアイルランド文学受容と呼応していたと考えら
れる。 大正三年の 「文章世界」には 「愛蘭研究会 吉江孤雁氏を中心として、 椴面社の同人が如上
の 研究会を開き、愛蘭のみならず広くケルト種族文明を研究する」という記事が掲載されている丸
椴面社とは、 早稲田大学英文科の日夏耽之介や西條八十らが結成した会で、 同人雑誌『椴面』（『聖
盃』から改題）を刊行し、 大正二年七月には特集 「イェエツ号」でアイルランドの詩人・劇作家
W.B.イェイツ特集を組み、 西條八十、 松田良四郎、 日夏耽之介らがイェイツの詩、 戯曲を紹介 ・
翻訳した。 早稲田大学英文科では大正二年に吉江喬松 （孤雁）が講義 「イェー ツ研究」を開講（木
村1975) しており、 大学の講義や同人雑誌の活動によってイェイツをはじめとするアイルランド
文学へと関心を深めていったことがわかる。『｛段面』大正三年三月には、 「愛蘭士文学会が三月一日
に西條の宅で開かれた。 メンバアは松田良四郎、 西條八十、 柳川隆之介、 吉江喬松、 日夏耽之介、
山宮允の六人。 各研究者の発表は毎月ー同の例會により、 それをまとめて年一 回大冊の 研究録を刊
行する」という記述が見られる。 当時の東京帝国大学英文科や早稲田大学英文科の学生間における
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アイルランド文学熱の高まりにより、早稲田大学の日夏や西條に加えて、東京帝国大学英文科で『新
思潮』同人の柳川隆之介（芥川龍之介）、 山宮允らが愛蘭土文学研究会を結成して、 大学間を越え
て研究交流をしていたことがわかる。 東京から京都帝国大学へと移った菊池寛は、 「愛蘭文学の研
究は、 寧ろ当時の文壇に於ける一般的風潮となりかけてゐたものではあったが、 それにしてもその
主流をなしてゐたものは、 イエーツ、 若しくはグレゴリ ー 夫人であった。 その間に在つてシングを
説き、イエーツに優るの卓見を示した人は上田敏博士である」と回想している。 日本において、 ア
イルランド 文学の研究が 「一般的風潮となりかけて」いた大正初期に、 西條八十、 芥川龍之介ら文
学青年達は 「愛蘭土文学研究会」に集い、 西條や日夏は『椴面』、 芥川や菊池は『新思潮』誌上に、
イェイツやJ.M. シング等アイルランド文学の翻訳・紹介記事を掲載していった。
大正期の文学者達が 「ケルト」を論じる際に参照したと考えられるのが、 W.B. イェイツ 「文学
におけるケルト的要素」(The Celtic Element In Literature, 1897)である。 この評論の冒頭で、 イ
ェイツはエルネスト ・ ルナン 「ケルト民族の詩歌」(The PrEtry of the Celtic Races, 1854)におい
て論じられた 「ケルト」の特徴の何点かを引用する。
Ernest Renan described what he held to be Celtic characteristics in The Pcetry of the CeJtjc 
Races. I must repeat the well-known sentences:［……]'It has worn itself out in mistaking 
dreams for realities,' and'compared with the classical imagination the Celtic imagination 
is indeed the infinite contrasted with the finite.''Its history is one long lament, it still 
recalls its exiles, its flights across the seas.''If at times it seems to be cheerful, its tear is 
not slow to glisten behind the smile. Its songs of joy end as elegies; there is nothing tmqual 
the delightful sadness of its national melodies.'Matthew Arnold, in The Study of CeJtjc 
Ljterature, has accepted this passion for nature, this imaginativeness, this melancholy, as 
Celtic characteristics, but has described them more elaborately. 5 
イェイツが引用したルナンの言葉は、 菊池寛ら大正期の文学者達によって再引用されていく。 引用
された 「ケルト」の特徴の一点目は、 「ケルト民族は夢を現実と思い誤ることによって疲れ果てて
いる」 というもので、 ルナンの 「ケルト民族の詩歌」では 「ケルトの詩的生活の基調をなす要素
は、 冒険である。 言いかえれば、 未知なるものに対する追求、 不断に欲求から逃れていくものに対
する不休の探索に他ならない」と続く箇所である。 二点目は、 「彼等は勝利を歌うよりも敗北を泣
く」から続く 「ケルト民族の歴史は一つの長い晩歌である。 ケルト民族はその追放、 その海上の逃
亡を今も尚思い出す」というものである。 三点目は原文では二点目の箇所の続きで、 彼らは 「時々
陽気であるように見えても、 微笑の蔭には涙がすぐにきらめいている。 ケルト民族の歓喜の歌は悲
歌となって終わる。 この国の旋律の魅力的な悲しみに匹敵するようなものはない」というものであ
る。
続けて、 イェイツは、 ルナンの 「ケルト」 像を継承してより洗練させた評論として、 マシュ ー ・
ア ー ノルド『ケルト文学の研究について』 を引用した上で、ア ー ノルドの「ケルト」像を修正する。
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Matthew Arnold has said that if he were asked'where English got its turn for melancholy 
and its turn for natural magic,' he'would answer with little doubt that it got much of its 
melancholy from a Celtic source, with no doubt at all that from a Celtic source is got nearly 
all its natural magic.'I will put this differently and say that literature dwindles to a mere 
chronicle of circumstance, or passionless phantasies, and passionless meditations, unless it 
is constantly flooded with the passions and beliefs of ancient times, and that of all the 
fountains of the passions and beliefs of ancient times in Europe, the Sclavonic, the Finnish, 
the Scandinavian, and the Celtic, the Celtic alone has been for centuries close to the main 
river of European literature.（……） ＇The Celtic movement,' as I understand it, is principally 
the opening of this fountain, and none can measure of how great importance it may be to 
coming times, for every new fountain of legends is a new intoxication for the imagination of 
the world 。
イェイツは、 マシュ ー ・アー ノルドが『ケルト文学の研究』(The Study of Celtic Literature)に
おいて、 ルナンが指摘したケルト民族の特質としての自然への熱情、 想像力、 憂鬱を受け入れ、 よ
り詳しく述べたと指摘した。 その上でイェイツは、 アー ノルドの 「英国人がその憂鬱の傾向や、 自
然の魔術に対する嗜好をどこから得たのか」と尋ねられたなら、 彼は 「ほとんど疑いなく、 憂鬱の
傾向の多くはケルトに起源し、 まったく疑いなく自然の魔術に対する嗜好のほぼすべてがケルトに
起源していると答えるだろう」という言葉を引用し、 「私なら異なる説明をするだろう。 古代の情
熱や信念に絶えず浸されていなければ、 文学は単なる状況を記した年代記や情熱の失せた幻想、 情
熱の失せた瞑想へと堕落する、 と。 そして、 西欧の古代の情熱と信仰のすべての源泉」のうちで、
「 唯ーケルトのみが何世紀ものあいだ、 西欧文学の本流に近かったのだ」と修正する。 富士川義之
が、 「アー ノルドのみならず、 当時の通俗的見解では、 ケルトとは要するに、 アイルランドでかつ
て栄えた辺境の文化にすぎなかった。あまりにも地方文化的、土俗的なものと見なされていた」「だ
がイェイツは、 そういう通俗的な見方に逆らって、 ヨ ー ロッパ文化の古層をなすものとして、 ケル
ト文化をとらえ直していく」6 と指摘するように、 イェイツは、 アー ノルドが挙げた要素はケルト
特有のものではなくヨ ー ロッパ文化の古代の情熱と信仰に共通して見られるものであると反論す
ることで、ケルトを辺境の特殊な他者として捉える見方に抗ったと言える。しかし、イェイツが 「文
学におけるケルト的要素」において引用したルナンやアー ノルドによる 「ケルト」の特徴は、 イェ
イツ自身が修正しようとした箇所も含めて大正期の文学者によって再引用され、 イェイツやラフカ
ディオ・ハー ンを論じる際に用いられていく。
3 つくられた「小泉八雲」
菊池寛は、 「シングと愛蘭士思想」（『新潮』）大正六年ー ニ月）において、 シングの戯曲の特徴を
説明する際、 シングの戯曲には 「ケルト民族」の特徴が色濃く現れている点を指摘する。
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一 体愛蘭土人は古代のブリトンの末裔で所謂ケルト民族である。凡て政治的に衰亡して行く
民族は、詩的で愛すべき性格を持ち合せて居るものだが、ケルトもその例に洩れず、実務的で
智的でない代りに極度に空想的で情熱的である。従って欧洲に於ける神話伝説の二分のーはケ
ルトの所産であると云はれて居る。英文学の詩が秀れて居るのもアングロ ・ サクソン人種がケ
ルトから色々な美しい要素を借用した為である。
ケルト人種の血を伝へて居る爪纂う℃磁先生は日本人の 「物のあはれ」を “ah-ness of things"
と訳されたが、欧洲の人種の中で「物のあはれ」を知る国民は唯ケルト人ばかりである。ケル
ト人は実は涙の霧を通して (through a mist of tears)人生を見ると云はれて居る、（ケルト人
の歓喜の歌は挽歌として終る）と云はれて居る（後略）
菊池が「ケルト民族」について述べた 「英文学の詩が秀れて居るのもアングロ ・ サクソン人種がケ
ルトから色々な美しい要素を借用した為である」という箇所が、マ シュ ー・ アーノルド『ケルト文
学の研究』を根拠としているのは明らかであろう。さらに、 「（ケルト人の歓喜の歌は挽歌として終
る）と云はれて居る」という箇所は、はルナン 「ケルト民族の詩歌」からの引用である。菊池寛が
「ケルト」の特徴として挙げたこれらのアーノルドやルナンによる引用は、イェイツ 「文学におけ
るケルト的要素」において引用されたアーノルドやルナンの言葉と一致しており、菊池がイェイツ
への関心を通して 「ケルト」の特徴を学んだことがうかがえる。さらに、 「 凡て政治的に衰亡して
行く民族は、詩的で愛すべき性格を持ち合せて居るものだが、ケルトもその例に洩れず、実務的で
智的でない代りに極度に空想的で情熱的である」という箇所は、マ シュ ー ・アーノルド 「ケルト民
族は物質文明において無能であったのと同様に、政治においても無能であった」(82)という箇所
に見られるような、アングロ ・ サクソンを政治力があり、実務的で智的とし、ケルトを詩的で愛す
べき性格、空想的で情熱的な民族であるというように、民族の特性を二項対立的図式によって説明
する理解を踏襲している 7。その上で菊池寛は、 「ケルト人種の血を伝へて居る小泉八雲先生」と言
うことで、彼はルナン 「ケルト民族の詩」、アーノルド『ケルト文学の研究』から 「ケルト」像を
受容し、ハーンの特質を論じる際の論拠としている。彼は、アーノルドが述べた 「ケルト民族性の
大なる特徴」としての 「哀愁、または鬱憂」と 「物のあはれ」は類似していると主張し、ハーンが
日本の 「物のあはれ」を理解した理由を、 「ケルト」民族であることに帰している。
菊池寛は、イェイツが引用したルナンとアーノルドの 「ケルト」像と同じ箇所を引用し、イェイ
ツが修正しようとしたアーノルドの論を用いて、当のイェイツ等の文学を解釈する根拠としていた
と言える。 大正期におけるアイルランド文学への着目とともに、 「ケルト」民族というイメ ージも
また日本に移入したと言える。イェイツヘの関心を通して、エルネスト・ ルナンやマ シュ ー・ アー
ノルドらによるステレオタイプ化された 「ケルト」像を受容した菊池寛らによって 「ケルト」とし
ての 「小泉八雲」が再発見され、ラフカヂオ ・ ヘルンの文学的特徴が「アイルランド人」 「ケルト
民族」の特色によって語られていったと言えるだろう。
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